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！ １ 安全上のご注意 
 

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使い戴き、あなたや他の人々への危害や損害を未然 

に防止するためのものです。これらの事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 

「注意」 「警告」 「危険」の三つに区分されています。いずれも安全に関する重要な内容ですから、 

ＩＳＯ４４１４※１,   )ＪＩＳ Ｂ８３７０※２,   )及びその他の安全規則に加えて、必ず守ってください。 

  ！ 注意： 
 

  ！ 警告：取扱い
もの。

を誤ったときに、
        

回避しないと死亡
        

想定されるもの。
       

 
 

  ！ 危険： 
 

※１） ＩＳＯ4414:Pneumatic fluid power-Recommendation for the application of           

             equipment to transmission and control systems. 

※２） JIS B 8370:空気圧ｼｽﾃﾑ通則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 製品仕様 

 

1 空気圧機器の適合性の決定は、空気圧システムの設計者または、仕様を決定する人が判断してください。 

    ここに掲載されている製品は、使用される条件が多様なため、そのシステムへの適合性の決定は空気圧 

    システムの設計者または仕様を決定する人が、必要に応じて分析やテストを行なってから決定してください。 

    このシステムの所期の性能、安全性の保証は、システムの適合性を決定した人の責任になります。 

    これからも最新の製品カタログや資料により、仕様の全ての内容を検討し、機器の故障の可能性についての 

    状況を考慮してシステムを構成してください。 

2 充分な知識と経験を持った人が取扱ってください。 

    圧縮空気は、取扱いを誤ると危険です。空気圧機器を使用した機械・装置の組立や操作、メンテナンスなど 

    は、充分知識と経験を持った人が行なってください。 

3 安全を確認するまでは、機械・装置の取扱い、機器の取外しを絶対に行わないでください。 

１. 機械・装置の点検や整備は、被動体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを確認して 

  から行なってください。 

２. 機器を取外すときは、上述の安全処置がとられていることの確認を行い、エネルギー源である供給空気と 

  該当する設備の電源を遮断し、システム内の圧縮空気を排気してから行ってください。 

３. 機械・装置を再起動する場合、飛び出し防止処置がなされているか確認し、注意して行ってください。 

4 次に示すような条件や環境で使用する場合は、安全対策へのご配慮を戴くとともに、当社にご連絡くださる 

    ようお願いいたします。 

1.明記されている仕様以外の条件や環境、屋外での使用。 

２,原子力、鉄道、航空、車両、医療機器、飲料、食料に触れる機器、娯楽機器、緊急遮断回路、プレス用 

  クラッチ・ブレーキ回路、安全器機などへの使用。 

３,人や財産に大きな影響が予想され、特に安全が要求される用途への使用。 

！  警告 

取扱いを誤ったときに、人が傷害を負う危険が想定されるとき、及び 

物的損害のみの発生が想定されるもの。 

取り扱いを誤ったときに、人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定 

されるもの。 

切迫した危険の状態で、回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性が

想定されるもの。 
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２． 製品仕様 

1.)仕様 

シリンダ内径 φ １２５，φ １４０，φ １６０ φ １８０，φ ２００ 

使用流体 空気 

最高使用圧力 ０．９７ＭＰａ ０．７ＭＰａ 

耐圧力 １．５７ＭＰａ １．２ＭＰａ 

最低使用圧力 ０．０５ＭＰａ 

使用ピストン速度 ０．０５～０．５ｍ／ｓｅｃ 

クッション 有り 

周囲温度および 

流体温度 
０～６０℃（凍結なきこと） 

ジャバラ単体の 

周囲温度 

Ｊ（ナイロンターポリン）ジャバラの場合 ： ０～７０℃（凍結なきこと） 

Ｋ（耐熱ターポリン）の場合 ： ０～１１０℃（凍結なきこと） 

ネジ公差 ＪＩＳ２級 

ストローク長さ 

の許容さ 

    ～ ２５０㎜ 

２５１～１０００㎜ 

１００１～１５００㎜ 

＋１．０
 ０  ㎜ 

＋１．４
 ０  ㎜ 

＋１．８
 ０  ㎜ 

取付支持形式 
基本形、フート形、ロッド側フランジ形、ヘッド側フランジ形、 

一山クレビス形、二山クレビス形、センタトラニオン形 

 

！ 注記 

      ジャバラ付の場合、最小ストロ－クは３０ｍｍです。 

 

！ 警告 

1. 仕様をご確認ください。 

本製品は、工業用圧縮空気システムにおいてのみ使用されるように設計されて 

います。仕様範囲外の圧力や温度では破壊や作動不良の原因となりますので 

使用しないでください。（仕様参照） 

非工業利用や、圧縮空気以外の流体を使用する場合は、事前に当社にご連絡 

ください。 
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２）最大ストローク 

               表１．最大ストローク表              (mm) 

チューブ材質 アルミニウム合金 

支持金具 

 

 

チューブ 

内径 

基本形 

ヘッド側フランジ形、 

一山クレビス形、二山クレビス形 

センタトラニオン形 

フート形 

ロッド側フランジ形 

φ １２５ １０００以下 １４００以下 

φ １４０ １０００以下 １４００以下 

φ １６０ １２００以下 １４００以下 

φ １８０ １２００以下 １５００以下 

φ ２００ ９９８以下 ９９８以下 

 

！ 注意 

使用できる最大ストローク以内でご使用ください。 

最大ストロークを超えるストロークで使用しますとピストンロッドが破損します。 

また、最大ストローク以下のストロークでも使用方法によりピストンロッドが破損 

しますので、使用できる最大ストロークは、５頁 「４）支持形式によるシリンダ 

サイズと最大ストロークの関係」を参照してください。 

 

３）シリンダ横荷重による、使用可能な最大ストローク 

実線を超えない領域が、あるストローク長さのシリンダに対して、許容できる 

横荷重の関係を表します。 

ｉ 外部横荷重判定 

      固定形シリンダは、ピストンロッドに横荷重が作用しないようご使用になることを 

      お薦めいたしますが、横荷重が避けられない場合、横荷重が安全範囲にあるか 

      確認が必要です。 

     判定の仕方 

      グラフ１で、曲線を超えない領域が、あるストローク長さのシリンダに対して、 

      許容できる、ピストンロッド先端に作用する横荷重の関係を表します。 
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        例）ＣＤＳ１Ｆ１６０－１３００の場合 

          グラフ１でシリンダストローク１３００ｍｍとφ １６０との交点から５０Ｎを得、 

          ロッド先端横荷重はこれより小さくする必要があります。 

 

    

 

     ｉｉ 自重横荷重判定 

       揺動タイプのシリンダの場合、シリンダ自重により、ピストンロッドに横荷重が 

       作用します。この横荷重が安全範囲にあるか確認が必要です。 

     判定の仕方 

     グラフ２または３のうち、ご使用になるシリンダの取付金具、ボア径に該当する 

     グラフを使い、シリンダ型式上のストロークが許容ストロークより小さいか確認 

     します。 

       例）ＣＤＳ１Ｄ１６０－３５０、取付角度４５°の場合 

         ２山クレビスですから、グラフ２を使い取付角度４５°と曲線との交点の許容 

         ストローク約４００ｍｍを読み取ります。 

         シリンダのストローク３５０ｍｍはこの許容ストロークより小さいですから安全 

         だと確認できます。 
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グラフ２ クレビス許容ストローク 
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グラフ３ センタトラニオン許容ストローク 
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４）支持形式によるシリンダサイズと最大ストロークの関係 

  表２は、シリンダ自身の発生力がピストンロッド、あるいはピストンロッドとチューブに 

  挫屈力として作用する場合を想定し、計算により求めた使用可能な最大ストロークを、 

  ミリメートル単位で表しています。 

  従いまして負荷率には関係なく、使用圧力の高低とシリンダ支持形式の関係により、 
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  各シリンダサイズの使用可能な最大ストロークを知ることができます。 

（参考） 軽負荷でも、シリンダ押し出し側で外部ストッパーにより停止させた場合は、シリンダの 

      最大発生力がシリンダ自身に作用します。 

                 表２．座屈強度による使用可能なストローク            （ｍｍ） 

支持形式 使用

圧力

ＭＰａ 

座屈強度による使用可能なストローク 

支持金具呼び記

号・略図 

記

号 
φ １２５ φ １４０ φ １６０ φ １８０ φ ２００ 

ﾌｰﾄ形 

Ｌ 

ﾛｯﾄﾞ側

ﾌﾗﾝｼﾞ

形：F 

ﾍｯﾄﾞ側

ﾌﾗﾝｼﾞ

形：Ｇ 

Ｌ 

・ 

Ｆ 

０．３ 1310 1170 1260 1410 1580 

０．５ 1010 890 960 1080 1210 

   

０．７ 840 740 800 890 1010 

Ｇ 

０．３ 570 490 530 600 680 

０．５ 420 350 380 440 500 

０．７ 340 280 300 340 400 

クレビス形 

Ｃ・Ｄ 

ｾﾝﾀﾄﾗﾆｵﾝ

形：T 

Ｃ 

・ 

Ｄ 

０．３ 1220 1060 1180 1300 1460 

０．５ 910 780 850 960 1090 

 
 

０．７ 750 640 690 780 890 

Ｔ 

０．３ 1710 1510 1630 1830 2060 

０．５ 1290 1130 1230 1390 1560 

０．７ 1070 940 1010 1150 1290 

ﾌｰﾄ形 

Ｌ 

ﾛｯﾄﾞ側

ﾌﾗﾝｼﾞ

形：F 

ﾍｯﾄﾞ側

ﾌﾗﾝｼﾞ

形：Ｇ 

Ｌ 

・ 

Ｆ 

０．３ 3820 3390 3660 4120 4590 

０．５ 2930 2630 2810 3150 2520 

   

０．７ 2450 2180 2350 2650 2960 

Ｇ 

０．３ 1830 1600 1730 1960 2180 

０．５ 1380 1200 1310 1470 1650 

０．７ 1140 990 1080 1220 1370 

ﾌｰﾄ形 

Ｌ 

ﾛｯﾄﾞ側

ﾌﾗﾝｼﾞ

形：F 

ﾍｯﾄﾞ側

ﾌﾗﾝｼﾞ

形：Ｇ 

Ｌ 

・ 

Ｆ 

０．３ 5490 4890 5280 5940 6610 

０．５ 4230 3770 4070 4570 5090 

   

０．７ 3560 3170 3430 3850 4290 

Ｇ 

０．３ 2660 2350 2540 2870 3200 

０．５ 2030 1790 1940 2180 2440 

０．７ 1700 1490 1440 1820 2040 
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５） 理論出力 

    表３．複動形シリンダ理論出力 

チューブ 

内径 

（mm） 

ロッド径 

（mm） 

作動 

方向 

受圧面積 

 （mm2） 

使用圧力（ＭＰａ） 

０．３ ０．５ ０．７ ０．９ 

１２５ ３６ 
ＯＵＴ １２３００ ３６９０ ６１５０ ８６１０ １１１００ 

ＩＮ １１３００ ３３９０ ５６５０ ７９１０ １０２００ 

１４０ ３６ 
ＯＵＴ １５４００ ４６２０ ７７００ １０８００ １３９００ 

ＩＮ １４４００ ４３２０ ７２００ １０１００ １３０００ 

１６０ ４０ 
ＯＵＴ ２０１００ ６０３０ １０１００ １４１００ １８１００ 

ＩＮ １８８００ ５６４０ ９４００ １３２００ １６９００ 

１８０ ４５ 
ＯＵＴ ２５４００ ７６２０ １２７００ １７８００  

ＩＮ ２３９００ ７１７０ １２０００ １６７００  

２００ ５０ 
ＯＵＴ ３１４００ ９４２０ １５７００ ２２０００  

ＩＮ ２９５００ ８８５０ １４８００ ２０７００  

 

６） クッション機構による吸収可能な運動エネルギー 

表４．吸収可能な運動エネルギ－ 

チューブ内径 

（㎜） 

有効クッション長さ 

（㎜） 

吸収可能な運動エネルギー 

（Ｊ） 

１２５ ２１．０ ３２．３ 

１４０ ２１．０ ４４．６ 

１６０ ２１．０ ５８．８ 

１８０ ２２．５ ７８．４ 

２００ ２２．５ ９８．０ 

 

！ 警告 

減速回路やショックアブソーバが必要な場合があります。 

被駆動物体の速度が速い場合や質量が大きい場合、シリンダのクッションだけ 

では衝撃の吸収が困難になりますので、クッションに入る前で減速する回路を 

設けるか、また外部にショックアブソーバを使用して衝撃の緩和対策をして 

ください。この場合、機械装置の剛性も十分検討してください。 

 

 

 

 

 

 

 

             ＯＵＴ             ＩＮ 

         
（Ｎ） 
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７） 型式表示方法 

 ＣＤＳ１ Ｌ     １６０  － ３００  ＪＲ  

 

    

   取付支持形式  

Ｂ 基本形 

Ｌ フート形 

Ｆ ロッド側フランジ形 

Ｇ ヘッド側フランジ形 

Ｃ 一山クレビス形 

Ｄ 二山クレビス形 

Ｔ センタトラニオン形 

         チューブ材質 

記号 チューブ内径 チューブ材質 

無記号 
φ １２５～φ １６０ アルミチューブ 

φ １８０～φ ２００ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シリンダ追記号 

ジャ

バラ 

Ｊ ナイロンターポリン 

Ｋ 耐熱ターポリン 

ク
ッ
シ
ョ
ン 

Ｎ クッション無 

Ｒ ロッド側クッション付 

Ｈ ヘッド側クッション付 

無記号 両側クッション付 

２つ以上表示が重なる場合には 

アルファベット順に表示してください 

最大ストローク（㎜） 

（最大ストローク表（３頁．表１）を 

参照ください） 

－ ８ － 

 チューブ内径 

１２５ １２５㎜ 

１４０ １４０㎜ 

１６０ １６０㎜ 

１８０ １８０㎜ 

２００ ２００㎜ 

 



３． 設置方法・使用方法 

１） 使用空気 

シリンダに給気される圧縮空気は、当社のＡＦシリーズなどのエアフィルタにて濾過 

しＡＲシリーズなどのレギュレータによって所定の設定圧力に減圧し、かつＡＬシリー 

ズなどのルブリケータにより給油された空気を使用してください。 

！ 警告 

   清浄な空気をご使用ください。 

   圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性ガスなどを含む 

   時は破損や作動不良の原因となりますので使用しないでください。 

！ 注意 
1. エアフィルタを取り付けてください。 

バルブ近くの上流側に、エアフィルタを取り付けてください。 

濾過度は５μ ｍ以下を選定してください。 

2. エアドライヤやアフタークーラなどを設置し対策を施してください。 

ドレンを多量に含んだ空気はバルブや他の空気圧機器の作動不良の原因と 

なります。エアドライヤやアフタクーラなどを設置し対策を施してください。 

3. 使用流体温度及び周囲温度は仕様の範囲内でご使用ください。 

５℃以下の場合は、回路中の水分が凍結しパッキンの損傷、作動不良の原因と 

なりますので、凍結防止の対策を施してください。 

  以上の圧縮空気の質についての詳細は、当社の「圧縮空気清浄化システム」を 

  ご確認ください。 

4. 給油タイプシリンダへの給油 

回路中にルブリケータを組み込み、タービン油 1 種（無添加）ＩＳＯ ＶＧ３２を給油 

してください。マシン油、スピンドル油は使用しないでください。 

 

２） 設計上の注意 

！ 警告 

1. シリンダは、機械の摺動部のこじれなどで力の変化が起こる場合、インパクト 

的な動作をする危険があります。 

  このような場合、手足を挟まれるなど人体に傷害を与え、また機械の損傷を 

  起こす恐れがありますので、スムーズに機械が運動を行う調整と人体に損傷を 

  与えないような設計をしてください。 

2. 人体に特に危険を及ぼす恐れのある場合には、保護カバーを取り付けてくださ 

い。被駆動物体及びシリンダの可動部分が、人体に特に危険を及ぼす恐れがあ 

る場合には、人体が直接その場所に触れることができない構造にしてください。 
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3. シリンダの固定部や連結部がゆるまない確実な締結を行ってください。 

特に、作動頻度が高い場合や振動の多い場所にシリンダを使用する場合に 

は確実な締結方法を採用してください。 

4. シリンダを、エアダンパ（緩衝機）として使用しないでください。 

エアの圧縮性により飛び出し、人体または装置に損害を与える危険があります。 

5. シリンダに最高出力を超える外力が作用しないように装置の設計をしてください。 

シリンダが破損し、人体または装置に損害を与える危険があります。 

6. シリンダは大きな力を出すので、取付台の剛性は十分その適性を考えて設置してく 

ださい。人体または装置に、損害を与える危険があります。 

7. 停電などで、回路圧力が低下する可能性を考慮してください。 

クランプ力機構にシリンダを使用する場合、停電などで回路圧力が低下すると 

クランプ力が減少してワークが外れる危険がありますので、人体や機械装置に 

損害を与えない安全装置を組み込んでください。吊り下げ装置やリフトも、落下 

防止のための配慮が必要です。 

8. 動力源の故障の可能性を考慮してください。 

空気圧、電器、油圧などの動力で制御される装置には、これらの動力源に故障が 

発生しても、人体または装置に損害を引き起こさない方法で対策してください。 

9. 被駆動物体の、飛び出しを防止する回路設計をしてください。 

エキゾーストセンタ形の方向制御弁で、シリンダを駆動する場合や、回路の残圧を 

排気した後の起動時など、シリンダ内の空気が排気された状態から、ピストンの片 

側に加圧される場合は、被駆動物体が高速で飛び出します。このような場合、手足 

を挟まれるなど人体に損害を与え、また機械の損害を起こす恐れがありますので、 

飛び出しを防止するための機器を選び回路を設計してください。 

10. 非常停止時の挙動を考慮してください。 

人が非常停止をかけ、または停電などシステムの異常時に安全装置が働き、機械 

が停止する場合、シリンダの動きによって人体および機器、装置の損傷がおこらな 

いような設計をしてください。 

11. 非常停止、異常停止後に再起動する場合の挙動を考慮してください。 

再起動により、人体または装置に損害を与えないような設計をしてください。 

また、シリンダを始動装置にリセットする必要がある場合には、安全な手動制御装 

置を備えてください。 

12. 中間停止について 

３位置クローズドセンタ形の方向制御弁でシリンダのピストンの中間停止を行う場 

合には、空気の圧縮性のために油圧のような正確かつ精密な位置の停止は困難 

です。また、バルブやシリンダはエア漏れゼロを保証していませんので、長時間停 

止位置を保持できない場合があります。長時間の停止位置保持が必要な場合には 

当社にご連絡ください。 
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  ！ 注意 

1. 使用できる最大ストローク以内で、ご使用ください。 

  最大ストロークを超えたストロークで使用しますと、ピストンロッドが破損します。 

  使用できる最大ストロークは、エアシリンダの機種選定手順（カタログ）をご参照 

ください。 

2. ピストンがストロークエンドで衝突破損しない範囲でご使用ください。 

慣性力を持ったピストンが、ストロークエンドでカバーに衝突して停止するときは、 

破損しない範囲で使用してください。破損しない範囲は、エアシリンダの機種選定 

手順をご参照ください。 

3. シリンダの駆動速度はスピードコントローラを取り付けて、低速側より徐々に所定 

の速度に調整してください。 

4. ストロークの長いシリンダには、中間サポートを設けてください。 

ストロークの長いシリンダの場合、ロッドのだれ、チューブのたわみ、振動や外部 

荷重によるロッドの損傷を防ぐために、中間サポートをしてください。 

5. クレビスまたは、トラニオンと相手軸受の隙間が大きいと、ピンに曲げ荷重が作用 

するので、この隙間はあまり大きくしないでください。 

6. 吸気口より切粉などの異物が、シリンダ内部に入らないようご注意ください。 

 

３） 取付・設置 

！ 注意 

1. ロッド軸心と負荷・移動方向は、必ず一致させるように連結してください。 

一致していない場合は、ロッド、チューブにこじれを生じ、チューブ内面やブッシュ、 

ロッドの表面及びパッキン類を摩耗、破損させる原因になります。 

2. 外部ガイドを使用する場合、ロッド先端部と負荷との連結は、ストロークのどの 

位置においても、こじることなく接続してください。 

3. シリンダチューブ及びピストンロッド摺動部に、物をぶつけたり、くわえたりしない 

でください。 

チューブ内径は、精密な公差で製作されていますので、わずかの変形でも作動 

不良の原因となります。 

また、ピストンロッド摺動部の傷や打痕は、パッキン類の損傷を招き、エア漏れの 

原因となります。 

4. 回転する部分の焼き付けを防いでください。 

回転する部分（ピンなど）には、グリスを塗布して焼き付けを防いでください。 

5. 機器が適正に作動することが確認されるまでは、使用しないでください。 

取付や修理または、改造後にエアや電気を接続し、適正な機能検査及び漏れ 

検査を行って正しい取付がされているか確認してください。 
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6. 給気口より、切粉などの異物がシリンダ内部に入らないよう、ご注意ください。 

現場でシリンダを現合で取付ける場合、取付穴をあけるドリルの切粉などが下に 

置いてあるシリンダの給気口より入る場合も考えられますので、切粉などが内部 

に入らないよう十分気を付けてください。 

7. シリンダ取付の際はジャバラが、ねじれぬ様、御注意ください。 

     

４） 使用環境条件 

！ 警告 

1. 腐食の恐れのある雰囲気や場所では、使用しないでください。 

シリンダの材質については構造図面またはカタログをご参照ください。 

2. 塵埃の多い場所や、水滴、油滴の掛かる場所では、ロッドにカバーなどを取り付て 

ください。 

塵埃が多い場合は、強力スクレーパ（－ＸＣ４）タイプをご使用ください。 

3. 洗浄液などがロッドに掛かり、ロッドの油膜が洗い流されるような雰囲気や場所で 

は使用しないでください。 

潤滑不足によりパッキン類が破損し、エア漏れの原因になります。 

4. シリンダ保管時は、多湿を避けてください。 

シリンダを保管する時は多湿を避け、錆の発生を防ぐと共にピストンロッドを引き 

込んだ状態で保管してください。 

 

５） 配管 

   エアフィルタ、レギュレータ、電磁弁、スピードコントローラを使用してシリンダを作動 

   させる場合の基本回路は図１のようになります。 
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ルブリケータ 

図１ 
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エアシリンダ 

圧力源 

スピードコントローラ 
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！ 注意 

1. 配管前の処置 

配管前にエアブロー（フラッシング）あるいは洗浄を十分行い、管内の切粉、 

切削油、ゴミなどを除去してください。 

2. シールテープの巻き方 

配管や継手類をねじ込む場合には、配管ねじの切粉やシール材が配管内部へ 

入り込まないようにしてください。 

なおシールテープを使用されるときは、ねじ部を１．５～２山残して巻いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２． 

 

 

６） クッション 

！ 警告 

     減速回路や、ショックアブソーバが、必要な場合があります。 

     被駆動物体の速度が速い場合や質量が大きい場合、シリンダのクッションだけ 

     では衝撃の吸収が困難になりますので、クッションに入る前で減速する回路を 

     設けるか、また、外部にショックアブソーバを使用して、衝撃の緩和対策をして 

     ください。この場合、機械装置の剛性も十分検討してください。 

    ！ 注意 

1. クッションニードルで再調整してください。 

クッションの調整は出荷時にしていますが、ご使用に際しては、負荷や速度の大き 

さに応じて、カバーに装着されているクッションニードルを再調整してください。 

クッションニードルは、時計方向にまわすと絞りが小となり、クッションの効き具が 

強くなります。 

また、長期間使用しますと、クッションパッキンが摩耗し、効き具合が変化しますで 

適時再調整してください。 

2. クッションニードルを全閉状態で使用しないでください。 

パッキンの破損の原因となります。（クッション無を除く） 

 

－ １３ － 



3. クッションニードルを開け過ぎないでください。 

   クッションニードルを開方向（反時計方向）に回し過ぎると、抜け落ちたり、かみ 

   合っているねじ長さが短くなり、破損する恐れがありますので注意してください。 

   ＣＳ１シリーズのクッションニードルは、全閉から４回転で全開状態となります。 

 

７） 速度制御 

シリンダの速度を調整する場合には、空気の供給口付近に、当社のＡＳシリーズ 

などのスピードコントローラを取り付けて所定の速度に調整してください。速度を調整 

するためにスピードコントローラを使用する場合、シリンダへ供給する空気を絞る 

場合と、シリンダからの排気を絞る場合がありますが、通常は後者で使用します。 

 

！ 注意 

シリンダの駆動速度はスピードコントローラを取り付けて、低速側より徐々に所定の 

速度に調整してください。 

 

８） 方向制御 

シリンダの作動の方向を切り換える場合は、当社の種々の電磁弁の中から適合 

する電磁弁を取り付けて方向切り換えを行ってください。 

 

！ 警告 

1. 被駆動物体の飛び出しを防止する回路設計をしてください。 

エキゾーストセンタ形の方向制御弁でシリンダを駆動する場合や、回路の残圧を 

排気した後の起動時など、シリンダ内の空気が排気された状態から、ピストンの 

片側に加圧される場合は、被駆動物体が高速で飛び出します。このような場合、 

手足を挟まれるなど人体に損害をあたえ、また、機械の損傷を起こす恐れがあり 

ますので、飛び出しを防止するための機器を選び回路を設計してください。 

2. 中間停止について 

３位置クローズドセンタ形の方向制御弁でシリンダのピストンの中間停止を行う 

場合は、空気の圧縮性のために油圧のような正確かつ精密な位置の停止は困難 

です。 

また、バルブやシリンダはエア漏れゼロを保証していませんので、長時間停止 

位置を保持できない場合があります。長時間の停止位置保持が必要な場合は 

当社にご連絡ください。 
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４． 保守点検 
１） 点検 

日常点検 

1. 作動状態がスムーズであるかどうか。 

2. ピストン速度、サイクルタイムの変化。 

3. ストロークに異常がないかどうか。 

定期点検 

1. シリンダ取り付け用ボルト及びナットのゆるみ。 

2. シリンダ取付フレームのゆるみ、または異常なたわみ。 

3. 作動状態がスムーズであるかどうか。 

4. ピストン速度、サイクルタイムの変化。 

5. 外部漏れ 

6. ロッド先端金具、タイロッド、ボルト類のゆるみ。 

7. ストロークに異常がないかどうか。 

8. ロッドの傷。 

9. エアフィルタのドレン抜きは定期的に行なっているかどうか。 

以上の個所をチェックし、異常を発見すれば増し締めまたは分解し、処理を行って 

ください。 

 

！ 警告 

1. 保守点検は、取扱説明書の手順で行ってください。 

取り扱いを誤ると、機器や装置の破損や作動不良の原因となります。 

2. 機器の取り外し及び圧縮空気の給・排気 

機器を取り外す時は、被動体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされて 

いることを確認してから、供給する空気と設備の電源を遮断し、システム内の圧縮 

空気を排気してから行ってください。また、再起動する場合は、飛び出し防止処置 

がなされていることを確認してから注意して行ってください。 
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２） 分解点検 

定期点検で異常のあった場合は、次の個所をチェックし処置を行います。ただし、 

パッキンセットはすべて交換してください。 

表５．点検個所、異常状態及び処置 

点検個所 異常状態 処    置 

１．チュ－ブ 

内面・ロッド 

摺動面 

１．浅い摺動傷 使用上差し支えない。ただしペーパーなどで軽く磨く。 

２．深い摺動傷 修理不可能の場合、新品と交換する。 

３．焼き付き傷 新品と交換する。 

４．メッキ剥離 新品と交換する。 

２．ブッシュ 

  内面 

１．浅い摺動傷 使用上問題はない。ペーパーで軽く磨く。 

１．偏摩耗が０．２ 

ｍｍ以上 

押エ板アッセンブリを新品に交換する。なお、横荷重が異常

にかかっていないか確認し、取り除く。 

３．ブッシュの割れ 同   上 

３．ピストンの 

表面 

１．浅い摺動傷 使用上問題はない。ペーパーで軽く磨く。 

２．深い傷または 

  ひっかき傷 

修正不可能であればピストンロッドアッセンブリを新品に 

交換する。シリンダ内部や配管内に異物が入ってないかを 

十分調査する。 

３．ピストンの割れ ピストンロッドアッセンブリを新品に交換する。 

４．ピストンの 

  異常摩耗 

ピストンロッドに異常な横荷重がかかっていないか確認し、

取り除く。ピストンロッドアッセンブリを新品に交換する。 

４．ピストンと 

  ロッドの 

  結合 

１．ゆるみ ピストンロッドアッセンブリを新品に交換する。 

２．クラック 
大きな慣性力がかかっていないか確認し、原因を取り除く。

ピストンロッドアッセンブリは新品に交換する。 

５．その他  
フレーム、取付部の溶接クラック、異常摩耗、ねじなど十分 

チェックし、異常があれば交換する。 

 

３） 分解 

1. 分解する場所は十分広く取り、ごみなどの少ない場所で行ってください。 

2. シリンダを取り外した場合、機械側の配管口やゴムホースなどの先端は必ず 

きれいなウエスで保護し、ごみが入らないように注意してください。 

3. 摺動部には絶対に傷をつけないように注意し、分解してください。 

4. カバー（押エ板）をピストンロッドより抜き取るとき、パッキン、ブッシュに傷を 

つけないために、ロッド先端の２面取部にバリが出ていないか確認し、バリが出て 

いる場合は「ヤスリ」を用い取り除いてください。 
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5. いずれか一方のタイロッド用ナットを「ソケットレンチ用ラチェットハンドル」、 

「ソケットレンチ用Ｔ型スライドハンドル」、「ソケットレンチ用スピナハンドル」などを 

用いてゆるめ、タイロッドより取り外す。使用する「ソケットレンチ用ソケット」は表６ 

のとおりです。 

表６．ソケット 

チューブ内径 使用ナット 適用ソケット 

１２５・１４０ １種、Ｍ１４×１．５ ＪＩＳＢ4６３６ １２角２２ 

１６０ １種、Ｍ１６×１．５ ＪＩＳＢ４6３６ １２角２４ 

１８０ １種、Ｍ１８×１．５ ＪＩＳＢ4６３６ １２角２７ 

２００ １種、Ｍ２０×１．５ ＪＩＳＢ４6３６ １２角３０ 

6. タイロッド４本をカバーより取り外す。 

7. パッキン、ブッシュを傷つけないように、押エ板（ロッドカバー）をピストンロッドより 

取り外す。 

8. ピストンロッドを引っ張り、ピストンをシリンダチューブより引き抜く。 

9. シリンダチューブをヘッドカバーより取り外す。 

10. ロッドカバー部の分解について（ヘッドカバーも準ずる） 

  ａ，シリンダチューブガスケットを取り外す。ガスケットが極端に変形、もしくは 

    切れている場合は交換する。 

  ｂ，「マイナスドライバ」を用いクッションバルブをカバーより取り外す。 

    （工具；ネジ回し 呼び ８×１５０ 普通形、普通級） 

  c，ションバルブパッキンを「ウエス」などを用い引き伸ばすようにし、クッション 

    バルブより取り外す。 

  ｄ，押エ板の六角穴付ボルトを「六角レンチ」を用いて緩め、押エ板を取り外す。 

    使用する「六角レンチ」は表７のとおりです。 

表７．六角棒スパナ 

チューブ内径 六角穴付ボルト 六角レンチ呼び 

125・140・160 M8×1.25×25L ６ 

180・200 M10×1.5×30L ８ 

ｅ，ワイパーリングを取り外す。どうしても手で取れない場合は、小さな「マイナス 

        ドライバ」などを用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして取り外す。 

ｆ，ロッドパッキンを小さな「マイナスドライバ」などを用い傷つけないよう注意し、 

        ほじるようにして取り外す。 

ｇ，押エ板ガスケットを取り外す。 

ｈ，クッションパッキンは、圧入されているので、取り外す際の傷や圧入力変化で 

  圧入部よりのエア漏れなどが発生します。したがってクッションパッキンを 

  交換しなければならない場合は、ロッドカバーアッセンブリ、ヘッドカバー 

  アッセンブリで交換してください。 
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ｉ， ブッシュは、押エ板に圧入されているので構造的に取り外しが困難なことと、 

  たとえ取り外したとしても再圧入時の圧入代が低下してしまいますから、交換 

  しなければならない場合は、押エ板アッセンブリで交換してください。 

         

４） 組立 

1. シリンダを組み立てる前に各部品は十分に洗浄を行ない、ごみなどの付着のない 

よう、きれいにしてください。 

2. 組立に際し、あらかじめロッド、ブッシュ、チューブ及びシールには十分グリスを塗 

布してください。 

3. 部品に錆が発生している場合は、錆を完全に取り除いてください。 

4. 組立は清浄な場所で行ない、絶対に異物が入らないように注意して行なってくださ 

い。 

5. シール装着の際は、シールに傷がつかないように注意して行ってください。 

6. チューブにピストン、ブッシュにロッドを挿入する場合は、それぞれのシールに傷が 

つかないよう注意して作業を行ってください。 

7. トラニオン金具の場合、ロッドカバーとトラニオン金具が平行になるよう取り付けて 

ください。 

8. フート金具の場合、フート金具下面からピストンロッド中心の距離が最小になるよ 

う取り付けてください。（図３．参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. タイロッドやボルトの締め付けは表８．に示す適正な締付トルクで行なってくださ 

い。 

                   表８．締付トルク              （Ｎ・m） 

チュ－ブ内径 φ １２５ φ １４０ φ １６０ φ １８０ φ ２００ 

タイロッド ３９．２ ６２．８ ９２．７ １３２．４ 

押エ板ボルト １１ ２２ 

 

 

 

ロッドカバーまたはヘッドカバー 

タイロッド 

フート金具 

 図３．  
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５） 消耗品 

   1. パッキンセット品番・内容 

パッキンセットの品番は以下のとおりです。またパッキンセットの内容は表９のとお 

りです。 

ＣＳ１－    Ａ－ＰＳ        ＣＤＳ１－    Ａ－ＰＳ 

               チューブ内径                   チューブ内径 

              φ １２５～φ １６０                φ ２００，φ ２５０ 

表９．パッキンセットの内容 

名  称 
員

数 

シリンダ内径 

φ 125 φ 140 φ 160 φ 180 φ 200 

Ａ ロッドパッキン １ P36 P36 P40 P45 P50A 

Ｂ 
ピストンパッキン １ P115 P130 P150 

NLP- 

180A 

NLP- 

200A 

Ｃ 
シリンダ 

チューブガスケット 
２ C120 C135 C155 C175 C195 

Ｄ バルブパッキン ２ P7 P7 P7 P7 P7 

Ｅ ワイパーリング １ SDR-36 SDR-36 SDR-40 SDR-45 SDR-50 

Ｆ 押エ板ガスケット １ G55 G55 G55 G65 G65 

   当社よりのパッキンセットまたはパッキン単体の梱包状態は、密封保管状態に 

   ありませんので、１年以内にご使用ください。 

   長期保管を行う場合には、密封保管状態に梱包していただき、下記の保管方法に 

   より、長期保管を行ってください。 

   密封保管状態 ： ポリエチレン袋などに密封され、さらに箱などに入れた状態。 

2. パッキンの保管方法 

  ａ，パッキンは密封保管状態に梱包していただき、そのまま保管してください。 

  ｂ，製品の一部を取り出した場合には、異物の付着、混入に注意してできるだけ 

    元のとおりに梱包してください。 

    むきだしの状態で放置することは、絶対避けてください。 

  ｃ，保管場所は、直射日光を避け、温度、湿度の低い所としてください。 

  ｄ，特に、熱や放射線及びオゾンの発生しやすい機器からは、隔離遮断するよう 

    十分注意してください。 

  ｅ，パッキンを多量に重ねたり、重い物を上に載せて変形、傷を付けないよう注意 

    してください。 

  ｆ，保管中のゴム製品表面に白い粉が出ることがありますが、パッキンの性能には 

    影響ありません。 
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６） パッキン交換要領 

   1. パッキンの取り外し 

     ワイパーリング、ロッドパッキン、バルブパッキン、チューブガスケット、押エ板 

     ガスケットの取り外しは１６頁「３） 分解」を参照してください。 

     ピストンパッキンはパッキン溝が深いため、精密ドライバではなく手でピストン 

     パッキン周囲の一方から押しつつんで、浮き出たところを引き抜きます。 

   2. グリスの塗布 

     ａ．パッキン類   グリスを薄く塗布してください。 

     ｂ．シリンダ各部品 

       下図の各部品にグリスを塗布しますが、１００ＳＴのシリンダ１本につき表１０の 

       量が必要です。 

 

 
                      ＝       または１００ｍｍ以上 

 

                 表１０．グリス塗布量               （ ｇ ） 

 φ 125 φ 140 φ 160 φ 180 φ 200 塗布位置 

100st 時 １５～１７ ２０～２２ ２４～２６ ２７～２９ ３０～３２ ①～⑥ 

50st 割増 ３ ３ ３ ４ ４ ③④ 

 

グリスは「三菱マルチパーパス２号」「出光ダフニーコロネックスグリス２号」「共石リゾ 

ニックスグリス２号」などのリチウム石けん基グリスＪＩＳ２号相当品を使用してください。 

 

   3. パッキンの装着 

     ａ．ワイパーリング 

       ワイパーリングの方向を間違えないように装着してください。 

     ｂ．ワイパーリング以外のパッキン類（Ｏリング）の装着 

       パッキン装着後、ブッシュ内周全面にグリスをすり込む要領でグリスを塗布して 

       ください。 
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７） 検査 

1. 組み付け後の検査は表１１に基づき検査してください。 

表１１．検査項目 

検査項目 基準及び試験方法 判定基準 備考 

１ 寸法 主要部の寸法を測定する。 図面､カタログまたは 

仕様書による。 

 

２ 外観 1.各部の仕上りは良好であり 

有害な傷、割れ、その他の 

欠陥の有無を確認する。 

2.各部の塗装及びメッキは 

強固で変色、剥離などの 

欠陥の有無を確認する。 

目視で欠陥がない 

こと。 

 

３ 外部漏れ ヘッド側及びロッド側から交互 

に空気圧０．７～０．９７ＭＰａ 

及び０．０５ＭＰａを加えて２０秒 

間保持する。 

変形がなく漏れは、 

６．４２×１０－４ｍ３／ｈ 

（ＡＮＲ）以下である 

こと。 

 

４ 最低使用 

 圧 力 

ならし運転を１～２回行った後 

無負荷の状態でシリンダを 

水平に設置し、シリンダの 

ヘッド側及びロッド側から 

０．０５ＭＰａの空気圧を交互に 

加えてピストンの全行程を 

１回以上往復させる。 

ピストンがその行程中

停止することなく円滑

に移動すること。 

クッション機構を内蔵 

するシリンダは 

クッションバルブを全開 

にして行う。 

５ クッション

試 験 

無負荷の状態でクッション 

バルブを全開にし、０．７～ 

０．９７ＭＰａ及び０．０５ＭＰａの 

気圧をシリンダのヘッド側 

及びロッド側から交互に 

加える。 

クッションストロークを

３秒以内で作動しない

こと。 

 

６ 内部漏れ 

試 験 

シリンダを静止の状態に置き 

ヘッド側及びロッド側から 

０．７～０．９７ＭＰａ及び０．０５ 

ＭＰａの空気圧を交互に 

加える。 

ポート部からの漏れは

３８．５２×１０－４ｍ３／ｈ 

（ＡＮＲ）以下である 

こと。 

 

７ 表示 銘 板 目視で欠陥なきこと。  
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５． 故障と対策 
表１２．故障と対策 

現  象 主 要 原 因 対   策 

1.作動が 

スム－ズで 

なくなった 

1.潤滑不良 ● ルブリケータの給油状態、エアシリンダの内部を点検し、

適正給油してください。 

参考：ルブリケータをよりエアシリンダに近づける。 

● ルブリケータをよりエアシリンダに近づける。 

● 適正機種のルブリケータを使用してください。 

● ルブリケータからエアシリンダまでの配管は下り配管とし

てください。 

● 適正粘度の潤滑油を使用してください。 

一般にタービン油１種または２種(ＩＳＯ ＶＧ３２)を使用し

てください。 

●ルブリケータで給油困難な場合は、初めに十分給油し、

適時別途給油してください。 

2.ロッドの変形 ● 偏荷重、横荷重、過荷重、取付位置の不良変位などによ

って起こります。ピストンロッドアッセンブリを交換し、異常

荷重、位置などを修理する。 

3.空気圧不足 ●適正圧力を供給してください。 

4.限界を超えた 

 低速作動 

● 低速作動においては、外部条件のわずかな変化で、すぐ

速度に影響します。エアハイドロやハイドロチェッカの使

用を検討してください。 

● シリンダ内径をより大きいものに変更してください。 

2.出力が低下 

 してきた 

1.ピストンパッキン 

 の摩耗、損傷 

●パッキンの交換をしてください。 

2.空気圧低下 ● 圧力の確保、圧力源の余裕程度を再検討してください。 

3.空気流量不足 ● 空気流路の変形、異物混入で通路抵抗増加が考えられ

ます。修理、清掃をしてください。 

4.シリンダの取付 

 位置不良 

● 無理のかからない正しい位置に取り付けてください。 

5.シリンダ可動部

の 

 変形 

● 異常荷重などで変形し、摺動抵抗が増大します。 

分解、修理ピストンロッドアッセンブリの交換をしてくださ

い。 

6.潤滑不良 ● スムーズに作動しない場合の項を参照してください。 
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現  象 主 要 原 因 対   策 

3.ピストンの 

 作動速度が 

 速すぎる 

1.スピードコントロ－ 

 ラ不使用 

● シリンダのサイズに合わせたスピードコントローラを使

用してください。 

2.スピードコントロ－ 

 ラの微小調整能力 

 不足 

● 必要作動速度を得るために調整ができるスピードコント

ロ－ラを、その流量特性曲線などを参照し、選択してく

ださい。 

3.スピードコントロ－ 

 ラをメ－タインに 

 使用している 

● 負荷の変動があっても速度を安定させるにはスピ－ドコ

ントロ－ラをメ－タアウト回路で使用してください。 

4.ピストンの 作

動速度が 

 遅すぎる 

1.方向制御弁の 

サイズ過小 

●弁サイズを大きくしてください。 

2.配管途中に使用 

 されている機器の 

 抵抗が大きい 

● 弁その他機器は適正サイズのものを使用してください。

特に配管材や継手のサイズは見逃しやすいので注意し

てください。 

● 排気側の機器や配管は適正サイズのものを使用してく

ださい。 

5.空気圧シリン 

 ダがときどき 

 作動しなく 

 なる 

1.微速作動のため ● 微速作動させることは、シリンダ内の給気側、排気側の

圧力差がほとんどない状態を発生させシ－ルの効果を

低下させ作動不良の原因となりますので使用速度範囲

内で使用してください。 

2.シリンダ以外の 

 機器の不良 

● 全システムを対象に１つ１つ順を追って調査してくださ

い。 

6.シリンダ 

 ストロ－ク 

 長さが変化 

 してきた 

1.エアクッションの 

 異常 

● ニードル部で異物がつまって排気できなくなっている場

合があるので、分解、清掃してください。 

2.ピストン内部に 

 ドレン、潤滑油が 

 充満 

●分解、清掃し適正給油をしてください。 

7.シリンダが 

 作動しなく 

 なった 

1.ピストンとロッドの 

 接続不良 

●ピストンロッドアッセンブリを交換してください。 

2.ピストンパッキンの 

 破損 

● 弁の排気口から常時排気されていることで発見できま

す。ピストンパッキンを交換してください。 

3.シリンダ以外の 

 機器の不良 

● 全システムを対象に１つ１つ順を追って調査してくださ

い。 

4.空気圧力不足 ●適正圧力を供給してください。 

5.潤滑不足による 

 固着 

●適正給油をしてください。 

 

－ ２３ － 



現  象 主 要 原 因 対   策 

8.クッションが 

 効かない 

1.高速作動のため ● 高速作動させることは、シリンダ排気側圧力をより低くす

ることにもなり、エアクッションがきかない傾向になりま

す。高速度限度範囲内で使用してください。 

2.荷重が過大 ● 運動物体のもっている運動エネルギをクッションが吸収

できる範囲内で使用してください。または、別途外部クッ

ション機構を設けてください。 

3.クッション調整 

 ニードル不良 

●調整できないものは交換修理してください。 

9.ピストン 

 ロッド変形 

 破損 

1.高速作動のため ●高速作動させると衝撃力で変形破損することがありま

す。高速度限度範囲内で使用してください。 

2.クッション不使用 

 のため 

●ストロークエンドで衝撃音が発生するのは好ましくありま

せん。クッションの調整をしてください。 

3.異常外力の作用 ●機構の干渉、偏荷重、過荷重の発生はシリンダの変形損

傷の原因となります。これらの要因を取り除いてくださ

い。 

4.座屈による ●シリンダの座屈強度不足により、ロッドの座屈が起こるこ

とがあります。シリンダの選定を適正に行ってください。 

10.シリンダの速

度がスピ－ド

コントロ－ラで

調整できない 

1.スピードコントロ

－ラの不適選定 

●調節したい速度に適合したサイズのスピードコントローラ

を使用してください。 

2.スピードコントロ

－ラの不良 

●交換してください。 

11.シリンダ 

  作動が 

  スティック 

  スリップする 

 

1.シリンダ速度が 

 低いため 

● 使用速度範囲未満の速度で使用する場合は、エアハイド

ロ、ハイドロチェッカなどを使用してください。 

2.シリンダ力に余

裕がない 

●わずかの外力の変化がすぐに速度に影響しスムーズな

作動ができなくなります。シリンダ力に余裕をもたせてくだ

さい。 

3.メータアウト回路

で使用していない 

●低圧、低速作動などの場合、メータイン回路だと作動が

不安定になることがありますから、メータアウト回路で速

度調整してください。 

12.長時間停止 

 後の最初の 

作動でシリン 

ダ急速作動 

する 

1.連続作動させて 

 いる場合と長時 

間停止後初めて 

作動させる時で 

は、シリンダ内 

 残留圧力に変化 

 があるため 

●センタクローズ形３位置弁でシリンダをストローク途中で

停止させた時、シリンダ内の空気はわずかでも外部へ漏

れているのが普通です。比較的短時間後に再作動すれ

ばさほどシリンダ内の圧力の変化はないが、長時間停止

後に始動するとシリンダ内圧力が漏れて低くなっているた

め、作動抵抗がなくなり急速作動を起こします。シリンダ

飛び出し防止弁などの使用を検討してください。 
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６． オートスイッチ使用上の注意 
  １) 適用オートスイッチ 

    1. ＣＤＳ１＊シリーズに取付可能なオートスイッチは、表１３,表１４の通りです。 

    2. オートスイッチの取付位置に関しては、各オートスイッチの「取扱説明書」 

又は、カタログを別途ご参照願います。 

 

                 表１３．有接点オートスイッチ 

ｵｰﾄｽｲｯﾁ 

品番 
電圧・電流 用途 ｲﾝｼﾞｹｰﾀﾗﾝﾌﾟ 

ﾘｰﾄﾞ線取

出方法 

ｼﾘﾝﾀﾞへの

取付方法 

D-A33 DC24V・5～50mA ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

有 
ﾀｰﾐﾅﾙ 

ｺﾝｼﾞｯﾄ 

ﾊﾞﾝﾄﾞ取付 

D-A34 

DC24V・5～50mA 

AC100V・5～25mA 

AC200V・5～12.5mA 

ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

D-A44 

DC24V・5～50mA 

AC100V・5～25mA 

AC200V・5～12.5mA 

ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 
有 DIN 端子 

D-A53 DC24V・5～50mA ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

有 

ｸﾞﾛﾒｯﾄ ﾀｲﾛｯﾄﾞ取付 

D-A54 

DC24V・5～50mA 

AC100V・5～25mA 

AC200V・5～12.5mA 

ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

D-A56 DC4～8V・Max.20mA IC 回路 

D-A59W DC24V・5～40mA 
ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

有 

（２色表示） 

D-A64 

Max.AC,DC24V・Max.50mA 

AC100V・Max.25mA 

AC200V・Max.12.5mA 

ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 
無 

D-A67 DC24V・5～50mA 
IC 回路 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

D-Z73 
DC24V・5～40mA 

AC100V・5～20mA 
ﾘﾚｰ・PLC 

有 

D-Z76 DC4～8V・20mA IC 回路 

D-Z80 Max.AC,DC24V・Max.50mA 
ﾘﾚｰ・PLC 

IC 回路 
無 
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                 表１４．無接点オートスイッチ 

ｵｰﾄｽｲｯﾁ 

品番 
電圧・電流 用途 ｲﾝｼﾞｹｰﾀﾗﾝﾌﾟ 

ﾘｰﾄﾞ線取

出方法 

ｼﾘﾝﾀﾞへの

取付方法 

D-G39 
Max.DC28 

Max.150mA 

IC 回路・ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 
有 

ﾀｰﾐﾅﾙ 

ｺﾝｼﾞｯﾄ 
ﾊﾞﾝﾄﾞ取付 

D-K39 DC24V・5～150mA 
ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

D-F59(NPN) 
Max.DC28V 

Max.150mA 

IC 回路・ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

有 

ｸﾞﾛﾒｯﾄ ﾀｲﾛｯﾄﾞ取付 

D-F5P(PNP) Max.100mA 〃 

D-J59 DC24V・5～150mA 
ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

D-J51 AC80～260V・5～80mA 〃 

D-F59W(NPN) 
Max.DC28V 

Max.80mA 

IC 回路 

ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

有 

（２色表示） 

D-F5PW(PNP) Max.80mA 

D-J59W DC24V・5～40mA 
ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

D-F59F(NPN) 

診断出力付 

Max.DC28V 

Max.40mA 

IC 回路・ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

D-F5BAL 

耐水性向上 
DC24V・5～40mA 

ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

D-F5NTL(NPN) 

ﾀｲﾏ付 

Max.DC28V 

Max.80mA 

IC 回路・ﾘﾚｰ 

ｼｰｹﾝｽｺﾝﾄﾛｰﾗ 

有 

D-Y59A 

D-Y69A 

Max.DC28V 

Max.40mA 

ﾘﾚｰ・PLC 

IC 回路 

D-Y7P 

D-Y7PV 
Max.80mA 

ﾘﾚｰ・PLC 

IC 回路 

D-Y59B 

D-Y69B 
DC24V・5～40mA 

DC24V ﾘﾚｰ 

PLC 

D-Y7NW 

D-Y7NWV 

Max.DC28V 

Max.40mA 

ﾘﾚｰ・PLC 

IC 回路 

有 

（２色表示） 

D-Y7PW 

D-Y7PWV 
Max.80mA 

ﾘﾚｰ・PLC 

IC 回路 

D-Y7BW 

D-Y7BWV 
DC24V・5～40mA 

DC24V ﾘﾚｰ 

PLC 

 

 

 

－ ２６ － 



  ２） 使用上の注意 

    ＣＤＳ１＊シリーズにオートスイッチを取り付けてご使用の際は、以下の点にご 

    注意願います。 

     1. 取り扱いの際，オートスイッチを落としたり、物を打ち当てたりして過大な 

       衝撃力が加わらないようにご注意願います。 

     2. 磁気の多量に発生している場所でのご使用は避けてください。 

     3. オートスイッチシリンダを２本以上平行に近づけてのご使用の場合は、 

       チューブとチューブとの距離を４０mm 以上離してください。 

     4. リード線に繰り返し曲げ応力、及び引張力が掛かるような配線は避けて 

       ください。 

     5. 水、及びクーラント液等が常時ふりかかるような場所でのご使用の際に 

       は別途ご相談ください。 

     6. オートスイッチをｽﾄﾛｰｸ中間位置に設定し、ピストン通過時に負荷を駆動 

       する場合、ピストン速度が速すぎるとオートスイッチは動作しますが、 

       オートスイッチの動作している時間は短くなるため、負荷が動作しきれな 

       くなる恐れがありますのでご注意願います。 

 

       検出可能なピストン速度 V は次式で表されます。 

 

        V(mm/s)=                           ×1000 

－ ２７ － 

オートスイッチの動作範囲（mm） 

負荷の動作速度（ms） 
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